











はじめに 1945 年 11 月 13 日から天皇の発案により伊勢神宮への終戦報告を目的として実
施された伊勢神宮行幸に着目した。民主化及び非軍事化を主題とする初期占領政策におい
て伊勢神宮への行幸を実施しようとした場合、宮中側近は天皇が戦前以来持っている大元






であった。 また行幸先における民衆の「好」 反応や天皇制に否定的な GHQ 関係者意見を
変化させるという効果をもたらした。右の結果は宮中側近に巡幸が国内を安定させ、さら
に GHQ に天皇制を存続させることの有用性を示すために利用可能であることを認識させ
た。 また GHQ に対しても、 民衆の混乱・秩序低下を防止する目的で天皇が巡幸を行うこ
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